
による

都市空間プログラミング



小関健太郎

- PLATEAU AWARD 2023 グランプリ

同 2022 ファイナリスト



取り組んでいること

- 本業:

- 哲学の「社会実装」: 

- 関心領域:



PLATEAUを使うに至ったきっかけ

- 2020年10月頃: デジタルツインフレームワークのプロトタイプ開発

- 2ヶ月後: 国土交通省 Project PLATEAUティザー公開

→ PLATEAUのデータを活用する方向にシフト



解決したい課題: データと現実を繋げる



解決したい課題: データと現実を繋げる



PLATEAUの使い方: デジタルツインの組み込み

コードデータ アプリ

標準的なアプリケーション + PLATEAUによる拡張



PLATEAUの使い方: デジタルツインの組み込み

標準的なアプリケーション + PLATEAUによる拡張

データ

デジタルツイン
アプリ

コード



PlateauKit
PlateauLab

515,000+

PlateauKit + PlateauLab





ユースケース & デモ



PLATEAU ×データ分析



PLATEAU ×チャットAI



フリー & オープンソース

https://ozekik.github.io/plateaukit/

ozekik/plateaukit  (MIT License)

pip install plateaukit

https://ozekik.github.io/plateaukit/


コモンズ (共有地) としての「参加型」OSS

- オープンなコード×オープンな貢献 = 公共的な価値

- ソフトウェア領域では個人 + コミュニティの力も重要



ご意見・ご提案・ご参加を歓迎しています

PlateauKit + PlateauLab

github.com/ozekik/plateaukit/issues

japan-opendata.github.io/awesome-plateau/

https://github.com/ozekik/plateaukit/issues
https://japan-opendata.github.io/awesome-plateau/
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